
（案） 

平成２６年１０月  日  

新潟市長  篠田  昭  様  

新潟市総合計画審議会  

会 長  髙 橋  姿 

新潟市総合計画について（答申）  

平成２６年６月２４日に，本審議会に諮問された「にいがた未来

ビジョン」（新潟市総合計画）素案について，慎重に審議した結果，

別紙のとおり答申します。  

資料１ 
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答   申 

平成２６年１０月  日  

新 潟市総合計画審議会  

 新 潟 市 が 本 州 日 本 海 側 初 と な る 政 令 指 定 都 市 移 行 を 平 成 １ ９ 年 に 成

し遂げてから７年半が経過しました。その間，平成２０年のリーマンシ

ョックや平成２３年の 3.11 大 震 災の発生など，当 初想定 しなかった環

境変化に対応しながら，拠点性を活かした取組みや，市民が市政に参画

するための仕組みの構築など，市民と共に進めたまちづくりにより，政

令指定都市としての基盤は整ったものと認識しています。  

今 後 ，我が 国は少 子・高齢化の急激な進行による本格的な人口減少時

代を迎え，自治体を取り巻く環境も大きく変わることが予想され，私た

ちの新潟市も例外ではありません。  

次 期 総合計 画「にいが た未来 ビジョン」は，新潟市におけるこのよう

な激動の時代環境の中において，私たち一人ひとりの市民が明るい未来

に向かうための，いわば羅針盤ともいえる計画です。  

本 審 議会は ，平成２６ 年６月 ２４日，総合計画素案の諮問を受け，４

つの部会を設置し，各部会，部会長会議及び全体会において，これまで

延べ２０回にわたり，専門的な見地や地域，市民としての立場から審議

を重ねてきました。

 審 議 にあ たって は，新潟市に おけるこれまでのまちづくりの現状と課

題に 加え ，自 然や文 化， 地理 的条件 ，産 業構 造など の新 潟市 の特性 や，

メガトレンドである人口減少，少子・高齢化の進行など国全体を取り巻

く状況を踏まえることを前提としました。

別  紙  
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その上で，安心・安全な暮らしの実現，国や県における新潟市の果た

すべき役割などについて，目指すべき方向を的確に捉えたものとなって

いるかという視点に立ち，慎重かつ活発な議論を行ってきました。

さら に， 市民 と共有 でき る わ かりや すい 表現 ・構成 とな って いるか ，

市 民 の 立 場 に 立 っ た 計 画 と な っ て い る か と い う 観 点 か ら の 検 討 を 加 え

たところです。

 審 議 の 結 果 ，「 に い が た 未 来 ビ ジ ョン 」素案 は， 新潟 市の次 期総 合計

画としてふさわしい内容であると考えます。

 な お ，計 画の実 施にあ たっては ，基本構想で掲げた

「地 域・田園・ 自然の力を活 か し， 健康で 安心 に暮ら せる ま ち づ く り」

「日本海開港都市の拠点性を活かし，創造的に発展を続けるまちづくり」

という２つのまちづくりの理念のもと，

「市民と地域が学び高め合う，安心協働都市」

「田園と都市が織りなす，環境健康都市」

「日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市」

という３つの都市像の実現に向け，市民と行政が力を合わせ，市民生活

の向上に努めるよう要請します。

また，厳しい人口減少，少子・超高齢社会においても，新潟市の活力

を向上させるための取組みを全力で進めると同時に，次世代に過度な負

担を強いることなく引き継ぐよう，持続可能なまちづくりを進め，安心

で安全な市民の暮らしを実現させることを要請します。

このほか，特に留意すべき点としてまとめた以下の意見・要望につい

て，計画に反映するよう要請します。
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「にいがた未来ビジョン」素案への意見・要望 

Ⅱ  基本構想  

１  策定趣旨  

● 人 口 減 少 ， 少 子 ・ 高 齢 化 な ど 我 が 国 を 取 り 巻 く 環 境 変 化 に 加 え ， 新

潟市に内在す る課 題に ついて， 記述 を検 討さ れたい。

２  まちづくりの理念

● 新 潟 市 の 個 性 や強 みを 踏 ま え ，ま ち づ くり の理念がさら に明 らか にな

るよう詳述さ れた い。

● ま ち づ く り の 理 念 と 都 市 像 と の 関 連 に つ いて わ か りや す くな る よ う，

詳述 されたい 。

３  目指す都市像  

都市像Ⅰ  市民と地域が学び高め合う，安心協働都市  

● 人 権 尊 重 と 男 女共 同参 画 社 会 の 実現 によ り，性 別や 年齢に関わら ず安

心して暮らせ る社 会と いう視点 につ いて ，配 慮された い。

● 「 将 来 を 担 う 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 環 境 」に つ い て ，「 子 ども を 取 り

巻く環境」と いう 視点 を含め， 表現 を検 討さ れたい。
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● 多 様 な 生 き 方 を 選 択 で き る と い う 視 点 か ら ，「 結 婚 」 や 「 希望 す る 人

数 の 子 ど も 」 な ど ， 個 人 の 生 き 方 を 規 律 す る よ う な 表 現 に つ い て ，

検討されたい 。

● 市 民 の 安 心・安 全 な 暮 ら し を 実現 する ことはもとよ り，多 くの人材が

新 潟 市 か ら 育 ち 世 界 で 活 躍 す る こ と や ， さ ま ざ ま な 人 材 が 新 潟 市 に

集うことが活 力あ るま ちを創り 上げ てい くこ とを記述 され たい 。

都市像Ⅲ  日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市  

● 新 潟 市 の 個 性 と拠 点性 が 活 か さ れる こと で，振興・発 展 が見 込ま れる

産業が生まれ 育っ てい るという 姿が 伝わ るよ う，表現 を 検討 され たい。

● 魅 力 的 な 産 業 の創 出に 関 し て ，農業と 食に関す る産 業に 限らず，さま

ざまな産業が 生ま れ育 つ姿が伝 わる よう ，表 現を検討 され たい 。
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Ⅲ  基本計画  

１  総論  

（１）土地利用方針  

● 「 現 状 と 課 題 」と「 方 針 」と の関 連につ いて，整理し 記述 された い。

● 「 現 状 と 課 題 」 に お け る 「 都 心 」 に つ い て ， よ り わ か り や す く 記 述

されたい。

● 「 現 状 と 課 題 」に お ける「 市 街地 形態の 維持」と「 田園 機 能の保 全」

の関係性や，「 自然環境やま ちの 利便 性などお 互い が恵 みあう共生関

係」について ，わ かり やすい記 述を 検討 され たい。

● 多 核 連 携 型 都 市 に か か る 説 明 図 及 び 方 針 に つ い て ， 連 携 軸 を 強 化 す

る う え で 各 区 が 相 互 に 連 携 す べ き 具 体 例 を 挙 げ る な ど ， よ り わ か り

やすくなるよ う配 慮さ れたい。

● 人 口 減 少 時 代 に お い て ， 市 街 地 規 模 の あ り 方 に つ い て は 拡 大 を 抑 制

するという観 点か ら検 討された い。

（２）行政運営方針  

● 行 政 運 営 方 針 は，目 指す 都 市 像 を 実践 する ために取り組 む施 策を 効果

的に進めるた めに 重要 な部分で ある ため，わか りやす さ に配 慮し つつ，

さらに詳述さ れた い。

● 「 公 共 施 設 」と「 イ ンフ ラ資 産 」の維 持・更新 について，現状と課 題

を明確に示す 図表 や記 述につい て配 慮さ れた い。

● 財 政 運 営 に あ たっ ては ，行 政 コ ストや 将来負担 など ，市 民と情 報を 共

有したうえで 行政 資源 を最適に 配分 する こと が重要で あり，この 点に

配慮されたい 。
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● 「 大 都 市 制 度 」とい う言 葉 の 意 味 や，そ れに 関する記載に つい て，さ

らにわかりや すく なる よう記述 を検 討さ れた い。

● 効 率 的 で 質 の 高い 行政 サ ー ビ ス を提 供し 続け る観点か ら，他 自治 体と

広域的に連携 し，協 働で 対処して いく 体制 を構築するこ とに 配慮 され

たい。

２  政策・施策プラン  

（１）市民と地域が学び高め合う，安心協働都市  

政策①  ずっと安心して暮らせるまち  

《 現 状 と 課 題 》  

● ひ き こ も り の 方 な ど 生 活 に 困 難 を 抱 え る 方 に 関 す る 現 状 と 課 題 に つ

いて，記述の 追加 を検 討された い。

《 施 策 》  

● 生 活 困 窮 者 へ の 支 援 に 関 し ， 市 の 担 う セ ー フ テ ィ ネ ッ ト と し て の 役

割は重要であ るた め， その充実 に配 慮さ れた い。

● 「 医 療 ・ 介 護 の ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 」 に つ い て ， 地 域 を 支 え る 人 材 と

専門性を持っ た人 材， 両方の観 点か ら人 材育 成を図ら れた い。

● 基 幹 病 院 と か かり つけ 医 の 役 割 分担 や，在 宅医療の 推進などに より，

必 要 な 人 が 必 要 な 医 療 を 受 け ら れ る こ と が 重 要 で あ り ， 救 急 体 制 を

充実されたい 。
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政 策②  子どもを安心して産み育てられるまち  

《 ８ 年 後 の 姿 》  

● 多 様 な 家 族 形 態 の 中 に お い て も ， 子 ど も が 安 心 し て 育 つ こ と の で き

る環境が整っ てい ると いう姿を 示さ れた い。

● 出 生 率 が 増 加 し ， 子 ど も が 多 く 活 気 あ る ま ち に な る た め に は ， 子 ど

も の い る 女 性 が 安 心 し て 働 け る よ う ， 男 女 と も に 仕 事 と 子 育 て を 両

立 で き る 環 境 づ く り が 重 要 で あ る こ と か ら ， 記 述 に つ い て 配 慮 さ れ

たい。

《 施 策 》  

● 子 ど も の 医 療 体 制 に つ い て は ， 子 育 て に 関 す る 大 き な 不 安 と な っ て

いるため，医 療へ の支 援につい て追 記さ れた い。

● 子 育 て を 社 会 全 体 で 支 え る 重 要 性 が さ ら に 高 ま る こ と か ら ， 地 域

力・市民力を 挙げ て支 援するこ とに つい て配 慮された い。

政策③  学・社・民の融合による教育を推進するまち  

《 ８ 年 後 の 姿 》  

● 「 学 力・体 力」だ け が 子ど もの 自 信につ なが る訳 ではないこと から，

「自分の力に 自信 をも ち」とい う表 現に 修正 されたい 。

《 施 策 》  

● 地 域 に 対 す る 愛 着 や 地 域 を 愛 す る 心 を 育 む と い う 視 点 に つ い て ， 配

慮されたい。

● さ ま ざ ま な 「 大 人 像 」 を 示 す た め ， キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 に つ い て ，

記述を検討さ れた い。

● 若 者 の 人 口 流 出 抑 制 の た め の 支 援 が ま ち の 活 性 化 に つ な が る と い う

視点を加えて ，記 述を 検討され たい 。
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政 策④  地域力・市民力が伸びるまち  

《 施 策 》  

● ボ ラ ン テ ィ ア な ど の 人 材 育 成 を 支 援 す る 視 点 や ， ボ ラ ン テ ィ ア を 協

働の相手とす る視 点に ついて， 記述 を検 討さ れたい。

（２）田園と都市が織りなす，環境健康都市  

政策⑤  地域資源を活かすまち  

《 ８ 年 後 の 姿 》  

● 「 地 域 資 源 」につ い て，具 体例 を 挙げ，わか りやすく記述 され たい 。

《 現 状 と 課 題 》  

● 新 潟 市 の 魅 力 を 向 上 さ せ る う え で 「 食 」 は 重 要 と 考 え ら れ る た め ，

表現について さら に工 夫された い。

● 新 潟 市 の 魅 力 に つ い て 市 民 や 市 外 の 方 の 意 見 を 踏 ま え る 必 要 が あ る

ことから，十 分検 討さ れたい。

● 若 年 無 業 者 や ひ き こ も り の 方 に 対 し て ， 農 業 体 験 な ど が 自 立 に 向 け

た 第 一 歩 に な る と い う 認 識 と ， 施 策 と の つ な が り が わ か り に く い た

め，記述を検 討さ れた い。

《 施 策 》  

● 農 業 を 核 に さ ま ざ ま な 産 業 が 結 び 付 き ， 新 し い 価 値 を 創 り 出 す 取 組

みについては，「 １２次 産業 」と いっ た 象徴 的な 言葉を明記さ れた い。 

● 「 地 域 の 個 性 ， 歴 史 ， 文 化 に 根 ざ し た ま ち づ く り 」 を 進 め る こ と で

定 住 人 口 の 増 加 に つ な が る こ と が イ メ ー ジ で き る よ う ， 表 現 を 検 討

されたい。
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政 策⑥  人と環境にやさしいにぎわうまち  

《 現 状 と 課 題 》  

● 若 い 世 代 の 学 業 を 理 由 と し た 転 出 の 多 い こ と が 課 題 で あ る こ と を 示

すため，図表 を追 加す るなど検 討さ れた い。

《 施 策 》  

● 湊 町 文 化 は 奥 深 く 幅 広 い も の で あ る こ と か ら ， 単 に 花 街 と の 認 識 に

ならないよう 配慮 され たい。

● 「 都 心 軸 リ ノ ベ ー シ ョ ン の 実 現 」 に つ い て ， 具 体 的 内 容 を 記 述 す る

など，わかり やす くな るよう， 表現 を検 討さ れたい。

● バ ス だ け で な く ， 鉄 道 も 含 め た 公 共 交 通 利 用 者 の 減 少 に よ り ， 自 動

車 に 依 存 し て い る ま ち と な っ て い る こ と が わ か る よ う 配 慮 さ れ た い 。

● 公 共 交 通 体 系 の 構 築 に あ た っ て は ， 既 存 の 公 共 交 通 で あ る バ ス や 鉄

道に関する視 点に つい ても考慮 され たい 。

● 超 高 齢 社 会 の 進 行 を 見 据 え て ， 市 民 の 移 動 手 段 を ど の よ う に 確 保 し

ていくかとい う点 に配 慮された い。

政策⑦  誰もがそれぞれにふさわしい働き方ができるまち  

● 生 産 年 齢 人 口 が 減 少 し て い く な か に お い て は ， 高 齢 者 の 社 会 参 画 を

促 進 し ， 意 欲 あ る 高 齢 者 が さ ま ざ ま な 知 識 や 職 能 を 活 か し て 働 く こ

とができる環 境づ くり が重要で あり ，この 点につい て考慮され たい。

《 ８ 年 後 の 姿 》  

● 「 さ ま ざ ま な 産 業 ， 農 業 な ど 」 と い う 表 現 に つ い て ， 農 業 を は じ め

と す る 新 潟 市 の 強 み が 働 き 方 に も つ な が っ て い る 姿 を 示 す よ う ， 記

述を工夫され たい 。

● 「 誰 も が 」 そ れ ぞ れ に ふ さ わ し い 働 き 方 が で き ， 社 会 で 自 己 実 現 を

果たしている 姿を 示し ，記述さ れた い。
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《 現 状 と 課 題 》  

● 女 性 の 就 業 率 が 高 い こ と と ， 女 性 が 働 き や す い 環 境 が 整 っ て い る こ

ととの関係が 不明 であ り，再考 され たい 。

《 施 策 》  

● 「 女 性 」と 「 若者 」の 問 題 や ，「 障がいのある 人」と「 ひきこもりな

ど 生 活 に 困 難 を 抱 え た 人 」 の 問 題 は ， 解 決 に 向 け た 取 組 み が 異 な る

と思われるた め， それ ぞれ項目 を分 けて わか りやすく され たい 。

（３）日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市  

政策⑧  役割を果たし成長する拠点  

《 施 策 》  

● ニ ュ ー フ ー ド バ レ ー を 推 進 す る う え で も ， 既 存 農 業 の 経 営 基 盤 強 化

や担い手育成 が不 可欠 であると いう 点に つい て配慮さ れた い。

● 環 日 本 海 ゲ ー ト ウ ェ イ 機 能 の 強 化 を 図 る 道 路 網 に つ い て ， わ か り や

すくなるよう 表現 を工 夫された い。

● 日 本 海 国 土 軸 の 形 成 に 向 け て ， 港 や 空 港 ， 鉄 道 ， 道 路 の 機 能 強 化 に

より拠点性の 向上 を図 られたい 。

政策⑨  雇用が生まれ活力があふれる拠点  

《 ８ 年 後 の 姿 》  

● 働 き が い の も てる 「魅 力 的 な 雇 用の 場」 につ いて，記 述さ れた い。

《 現 状 と 課 題 》  

● 新 潟 市 が 航 空 機 産 業 や ニ ュ ー フ ー ド バ レ ー を 成 長 産 業 と し て 育 成 す

るに至った経 緯を 明示 されたい 。
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《 施 策 》  

● ニ ュ ー フ ー ド バ レ ー や 航 空 機 産 業 な ど の 新 た な 産 業 が 成 長 す る こ と

が，他のさ まざ まな産 業分 野に 波及する とい うこ とを記述され たい。

● 若 者 の 人 口 流 出 を 抑 制 す る た め に は ， 市 内 の 高 等 教 育 機 関 の 強 み と

市 の 施 策 を 連 携 さ せ た 新 た な 産 業 領 域 の 開 拓 が 重 要 で あ る こ と か ら ，

産学官連携に つい て十 分配慮さ れた い。

● 創 業 支 援 が 雇 用 の 安 定 に 結 び 付 く こ と に つ い て ， わ か り や す く な る

よう表現を工 夫さ れた い。

政策⑩  魅力を活かした交流拠点  

《 ８ 年 後 の 姿 》  

● 日 本 一 の 大 河 と そ れ に 育 ま れ た 「 水 と 土 」 が 新 潟 市 の ア イ デ ン テ ィ

ティと考えら れる ため ，具体的 に記 述さ れた い。

《 施 策 》  

● 交 流 人 口 の 拡 大 は 重 要 な 視 点 で あ る こ と か ら ， 都 市 と し て の 魅 力 の

発信力向上に 十分 取り 組まれた い。

● 新 潟 市 が 誇 る 「 食 文 化 」 に つ い て ， よ り 分 か り や す く な る よ う 配 慮

されたい。

● 田 園 と 湊 町 が 育 ん で き た 歴 史 ・ 文 化 と い っ た 新 潟 市 独 自 の 魅 力 に つ

いて，追記さ れた い。

３  区ビジョン基本方針  

● 総 合 計 画 に お け る 区 ビ ジ ョ ン 基 本 方 針 の位 置付 け や 役 割 を明 確 化

されたい。
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Ⅳ  おわりに  

総合計画に基づく施策の実施にあたっては，各政策で目指す８年後の

姿の実現に向けて着実な遂行を図るとともに，本審議会において出され

た意見・要望を十分尊重することを要 請しま す。  


